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●はじめに
　Covidien 社から販売されている Puritan BennettTM 
980（以下、PB980）は、Puritan BennettTM 840（以下、
PB840）の上位機種として、新生児から成人領域での
より高度な呼吸管理を目的とした人工呼吸器である。
PB980 では、モニタ画面や内部構造などといったハ
ード面、オプション機能などといったソフト面が見直
され、操作性、安全性、快適性を向上させている。
　当院では、急性呼吸不全に対して気道圧開放換気

（airway pressure release ventilation：APRV）を中心
に呼吸管理を行っている。今回、当院の APRV の現状
と、APRV に対する PB980 の有用性について紹介する。
●当院におけるAPRV
　APRV は持続気道陽圧（continuous positive airway 
pressure：CPAP）を改良し、2 つの CPAP レベルを
交互に切り替えることで CPAP にはない換気補助能
力を添加したモードの 1 つで、高圧相（吸気）の時間
が長く、低圧相（呼気）の時間は非常に短いため自発
呼吸が入らないことが特徴である。吸気時間が長く、
呼気時間が短いことから平均気道内圧を高く保つこと
ができ、肺胞の拡張を維持する（open lung strategy）
のに有効である。また、従来の二相性気道陽圧（biphasic 
positive airway pressure：BIPAP）のように、肺胞
の拡張を維持するための CPAP レベル（低圧相）から、
さらに換気のために圧（高圧相）を付加するモードと
は違い、APRV では肺胞の拡張を維持するための
CPAP レベルが高圧相となる。そのため最高気道内圧
を制限することが可能であり、それによって肺胞の過
拡張を予防することができる。我々の施設においても、
P high が 35cmH2O 未満の設定であれば Barotrauma

（圧障害）のリスクを増やすことなく呼吸管理を行う
ことができている。これらの理由から APRV は肺保
護的なモードであると考えており、ARDS は勿論のこ

と、びまん性肺胞出血を伴う血管炎や SLE による呼
吸不全に対して APRV による呼吸管理を行っている。
　APRV の設定において重要となるのが、呼気時間（T 
low）の調節である。近年、集中治療領域において行
われている APRV は、open lung strategy に主眼を
置いたものである。内因性呼気終末陽圧（positive 
end-expiratory pressure：PEEP）＝内因性 PEEP を
作り出し、肺胞の拡張を維持するために 0.2 〜 1 秒と
T low を非常に短く設定するのが特徴であり、これを
実現するためには細かな T low の調節が必要である。
●APRVにおける PB980 の有用性
　PB840 では、BiLevel モードにより APRV を行う
ことは可能であったが、患者の自発呼吸に合わせ、設
定した呼気時間を自動的に調整（延長）してしまうこ
とがあった。これは、適切な内因性 PEEP のコント
ロールを難しくし、当院では、APRV を行う際は、
time cycle によって呼気時間を設定できる別の人工呼
吸器を使用していた。
　PB980 では、この点が改良され、設定した呼気時
間が守られるようになった。これにより、本来の
APRV の目的通りの呼吸管理を行うことが可能とな
り、満足のいく結果を得ることができている。
　また、T low は短すぎても肺胞の過拡張や呼出障害
により高二酸化炭素血症をきたす危険性があるため、
EEF（end expiratory flow：呼気終末フロー）が PEF

（peak expiratory flow：呼気ピークフロー）の 50 〜 75
％になるように T low を設定することが推奨されてい
る。PB980 では EEF や PEF などのパラメータが数
字として表示されているため、APRV を実施する上
で有用性を感じている。
●おわりに
　PB980 では多くの改善が行われ、特に APRV を実施
するうえではそれを実感している。PB980 は APRV
以外にも多くの機能を搭載しており、今後当院の呼吸
管理をさらに発展させる機種として期待している。
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